
Ⅰ　生活機能の強化に係る政策分野

第1期共生ビジョン 第2期共生ビジョン

基本目標 結果 基本目標 部会名

中空知圏における救急搬送の完結
患者流出の割合　1.6%（平成27年度）　⇒　1.6%（平成29年度）

×
中空知圏における救急搬送の完結
患者流出の割合　1.8%（平成29年度）　⇒　1.6%（平成34年度）

ＫＰＩ ＫＰＩ

1-1 救急医療の維持確保対策
在宅当番医制（救急診療当番制）の参加機関数
32機関（平成27年度）　⇒　20機関（平成28年度）　⇒　20機関（平成29年
度）

○
在宅当番医制（救急診療当番制）の参加機関数
20機関（平成29年度）　⇒　20機関（平成34年度）

1-2 圏域医療体制の充実
中心市から近隣市町への医師派遣回数
434回（平成27年度）　⇒　480回（平成29年度）

○
中心市から近隣市町への医師派遣回数
614回（平成29年度）　⇒　614回（平成34年度）

基本目標 基本目標 部会名

出生者数
550人（平成27年）　⇒　591人（平成29年）

×
出生者数
497人（平成29年）　⇒　590人（平成34年）

ＫＰＩ ＫＰＩ

2-1 障がい者福祉の推進
地域活動支援センターの通所利用者数
6,223人（平成27年度）　⇒　6,400人（平成29年度）

○
地域活動支援センターの通所利用者数
7,376人（平成29年度）　⇒　7,981人（平成34年度）

2-2 保育所広域入所事業
中空知圏域における保育所数
18箇所（平成27年度）　⇒　17箇所（平成29年度）

×
中空知圏域における保育所数
16箇所（平成29年度）　⇒　17箇所（平成34年度）

基本目標 基本目標 部会名
「全国学力・学習状況調査」における児童生徒質問紙回答（平成27年度と
平成29年度の比較）
①「国語の授業の内容がよく分かる」：10％上昇
　小学生：33％　⇒　43％、　中学生：31％　⇒　41％
②「算数（数学）の授業の内容がよく分かる」：10％上昇
　小学生：43％　⇒　53％、　中学生：31％　⇒　41％

△

「全国学力・学習状況調査」における児童生徒質問紙回答（平成29年度と
平成34年度の比較）
①「国語の授業の内容がよく分かる」
：小学生4％上昇、中学生9％上昇
　小学生：36％　⇒　40％、　中学生：31％　⇒　40％
②「算数（数学）の授業の内容がよく分かる」
：小学生4％上昇、中学生8％上昇
　小学生：46％　⇒　50％、　中学生：32％　⇒　40％

ＫＰＩ ＫＰＩ

3-1 学校教育の充実
学校適応指導事業を実施している市町の数
3市3町（平成27年度）　⇒　3市3町（平成29年度）

○
学校適応指導事業を実施している市町の数
3市3町（平成29年度）　⇒　3市3町（平成34年度）

3-2 国際教育の充実
外国語指導助手の広域活動延べ人数
24人（平成27年度）　⇒　30人（平成29年度）

×
外国語指導助手の広域活動延べ人数
24人（平成29年度）　⇒　30人（平成34年度）

3-3 公の施設の相互利用の推進
図書館ネットワーク推進事業の参加者数
550人（平成27年度）　⇒　600人（平成29年度）

×
図書館ネットワーク推進事業の参加者数
525人（平成29年度）　⇒　600人（平成34年度）

基本目標 基本目標 部会名

事業所数、従業員数
5,187箇所、46,230人（平成26年度）　⇒　5,192箇所、47,007人（平成29年
度）

×
事業所数、従業員数
4,836箇所、41,869人（平成29年度）　⇒　4,673箇所、40,803人（平成34年
度）

ＫＰＩ ＫＰＩ

4-1 鳥獣被害防止対策の推進
有害鳥獣捕獲頭数（エゾシカ・アライグマ）
1,744頭数（平成26年度）　⇒　2,376頭数（平成29年度）

○
有害鳥獣捕獲頭数（エゾシカ・アライグマ）
2,837頭数（平成29年度）　⇒　3,020頭数（平成34年度）

4-2
地域資源を活用した農商工・観光
振興

観光客入込数
428万8千人（平成27年度）　⇒　445万人（平成29年度）

○
観光客入込数
450万2千人（平成29年度）　⇒　505万7千人（平成34年度）

4-3 雇用・就業支援対策の推進
季節労働者の通年雇用化人数
60人（平成27年度）　⇒　62人（平成29年度）

×
季節労働者の通年雇用化人数
51人（平成29年度）　⇒　50人（平成34年度）

基本目標 基本目標 部会名

一般廃棄物のリサイクル率
24.6％（平成26年度）　⇒　26.1％（平成29年度）

△
一般廃棄物のリサイクル率
25.6％（平成28年度）　⇒　28.0％（平成33年度）

ＫＰＩ ＫＰＩ

5-1
廃棄物処理施設等の広域利用の
推進

市民・町民１人１日当たりのごみ排出量
951g（平成26年度）　⇒　821g（平成29年度）

△
市民・町民１人１日当たりのごみ排出量
946g（平成28年度）　⇒　821g（平成33年度）

5-2 消費生活
消費生活相談における苦情相談件数
449件（平成26年度）　⇒　500件（平成29年度）

×
消費生活相談における苦情相談件数
384件（平成28年度）　⇒　500件（平成33年度）

基本目標 基本目標 部会名

防災講習会等の開催数
24回（平成27年度）　⇒　31回（平成29年度）

○
防災講習会等の開催数
31回（平成29年度）　⇒　31回（平成34年度）

ＫＰＩ ＫＰＩ

6-1 広域防災体制の連携推進
防災講習会の参加者数
696人（平成27年度）　⇒　1,150人（平成29年度）

○
防災講習会の参加者数
1,321人（平成29年度）　⇒　1,176人（平成34年度）

6-2 消防相互応援体制の整備
情報交換会議の開催回数
3回（平成29年度）

×
情報交換会議の開催回数
1回（平成29年度）　⇒　3回（平成34年度）

幹事会

※Ｈ29年度達成状況の右にある“○”“△”“×”の記号は達成度を表しています（以下同様）。
○：目標を達成したもの、△：目標を達成できなかったが基準値よりは改善したもの、×：基準値以下のもの


福祉・子育て専門部
会

人材育成・防災
専門部会

環境・衛生専門部会

産業・観光・交流・定
住専門部会

幹事会

基本目標及びＫＰＩの比較

1 医療

福祉2

教育専門部会

保健・医療専門部会

3 教育

4 産業振興

5 環境

6 防災
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Ⅱ　結びつきやネットワークの強化に係る分野

基本目標 基本目標 部会名

バス運行路線の維持
28路線（平成28年12月1日時点）　⇒　28路線（平成30年4月1日時点）

×
バス運行路線の維持
27路線（平成30年4月1日時点）　⇒　27路線（平成35年3月31日時点）

ＫＰＩ ＫＰＩ

1-1 多様な公共交通の確保
路線バス利用者数の減少率
3％（H24～H27年度の平均）　⇒　3％以内（H29年度）

○
路線バス利用者数の減少率
2％（H25～H29年度の平均）　⇒　2％以内（H34年度）

基本目標 基本目標 部会名

都市計画道路（市道）の整備率
76.9％（平成27年度）　⇒　79.7％（平成29年度）

○
都市計画道路（市道）の整備率
80.2％（平成29年度）　⇒　80.7％（平成34年度）

ＫＰＩ ＫＰＩ

2-1 生活幹線道路の整備
市町道路の整備率
65.3％（平成27年度）　⇒　66％（平成29年度）

△
市町道路の整備率
65.6％（平成29年度）　⇒　66.4％（平成34年度）

基本目標 基本目標 部会名

圏域外からの転入者数
2,692人（平成27年度）　⇒　2,826人（平成29年度）

△
圏域外からの転入者数
2,671人（平成25年度～平成29年度の平均）
⇒　2,700人（平成31年度～平成34年度の平均）

ＫＰＩ ＫＰＩ

3-1 交流・移住促進
中空知定住自立圏「しごとの魅力発信と総合的な就業・移住支援事業」
の中空知紹介サイトへのアクセス数
37,193回（平成29年1月11日）　⇒　40,000回（平成30年3月末）

△
中空知定住自立圏「しごとの魅力発信と総合的な就業・移住支援事業」
の中空知紹介サイトへのアクセス数
0件（平成30年4月1日）　⇒　20,160件（平成35年3月末）

基本目標 基本目標 部会名

ＩＣＴインフラ整備に係る広域的な取組・検討件数
0件（平成27年度）　⇒　3件（平成29年度）

○
ＩＣＴインフラ整備に係る広域的な取組・検討件数
4件（平成29年度）
　⇒　4件（平成31年度から平成34年度までの4年間の累積）

ＫＰＩ ＫＰＩ

4-1 行政システムのネットワーク
住民一人当たりの戸籍証明発行までの待ち時間（電算共同システムの共
同運用による住民の戸籍証明発行までの待ち時間の削減）
約7分（平成24年度）　⇒　約3分（平成29年度）

○
住民一人当たりの戸籍証明発行までの待ち時間（電算共同システムの共
同運用による住民の戸籍証明発行までの待ち時間の維持）
約2.3分（平成29年度）　⇒　約2.3分（平成34年度）

Ⅲ　圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野

基本目標 基本目標 部会名

職員合同研修参加者数
157名（平成27年度）　⇒　160名（平成29年度）（毎年度同程度）

○
職員合同研修参加者数
184名（平成29年度）　⇒　180名（平成34年度）

ＫＰＩ ＫＰＩ

1-1
職員研修及び大学を活用した人
材育成

國學院大學北海道短期大学部オープンカレッジ参加者数
121人（平成27年度）　⇒　130人（平成29年度）

×
國學院大學北海道短期大学部オープンカレッジ参加者数
97人（平成29年度）　⇒　100人（平成34年度）

※Ｈ29年度達成状況の右にある“○”“△”“×”の記号は達成度を表しています（以下同様）。
○：目標を達成したもの、△：目標を達成できなかったが基準値よりは改善したもの、×：基準値以下のもの


人材育成・防災
専門部会

幹事会

幹事会

幹事会

地域公共交通
専門部会

3 交流・移住促進

4 ICTインフラ整備

1 人材育成

1 地域公共交通

2 道路等の交通インフラ整備
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